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夏から続く大雨の影響により、千葉県内では現在も懸命な復旧活動が続けられています。

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復旧・復興をお祈り申

し上げます。 

9月は雨の多い日が続きましたが、10月に入り、朝夕には秋の深まりを感じる季節と

なりました。日中はまだ暑さの残る日もありますが、爽やかな風が吹き、校外での学習活

動にも取り組みやすい時期となっています。 

本校では、先月末をもって今年度の水泳指導を安全に終えることができました。また、

各学部では宿泊学習や校外学習などの行事が続き、子供たちは学校では味わうことのでき

ない様々な体験を通して、多くの学びを得ています。 

9月から 10月にかけて実施された宿泊学習では、Ⅱ部門中学部 3年生が鴨川シーワー

ルドや両国国技館を訪れ、迫力ある本物の姿に触れる貴重な機会となりました。また、 

Ⅰ部門高等部 2年生は横浜方面を訪れ、横浜ハンマーヘッドや横 

浜ワールドポーターズなどでの活動を通して、都市の魅力に触れ 

ながら学習を深めました。 

さらに、今月 15日からはⅡ部門小学部 6年生が高尾の森わく 

わくビレッジでの宿泊学習を予定しており、自然に親しみながら、 

仲間との活動を楽しむことになっています。 

これらの行事を安全に実施することができるのも、保護者の皆 

様の日頃からの健康管理や準備への御協力のおかげです。心より 

感謝申し上げます。 

 

季節の変わり目を迎え、体調管理が大切な時期となりました。御家庭におかれましても、

睡眠や食事など規則正しい生活を心掛けていただければ幸いです。また、衣替えの季節で

もあります。服を選ぶ、たたむ、しまうといった活動は、自分の生活を自分で整える大切

な学習の機会となります。ぜひ御家庭でもお子様と一緒に取り組んでいただければと思い

ます。こうした経験の積み重ねが、将来の自立と社会参加につながっていきます。 

今後とも本校の教育活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 
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